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まえがき 

この規格は，工業標準化法第12 条第1 項の規定に基づき，独立行政法人製品評価技術基盤機構 (NITE) 及

び独立行政法人産業技術総合研究所 (AIST) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの

申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS C 5533 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 5533-1 第 1 部：一般事項 

JIS C 5533-2 第 2 部：一般消費者用機器 

JIS C 5533-4 第 4 部：パーソナルコンピュータ 
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日本工業規格          JIS 
 C 5533-4：2008 
 

オーディオ機器及びオーディオビジュアル機器－ 
デジタルオーディオ部－音響特性の基本測定方法－ 

第 4 部：パーソナルコンピュータ 
Audio and audiovisual equipment-Digital audio parts- 
Basic measurement methods of audio characteristics- 

Part 4 : Personal computer 
 

序文 

この規格は，2005 年に第 1 版として発行された IEC 61606-4 を基に，技術的内容及び対応国際規格の構

成を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，パーソナルコンピュータ（以下，PC という。）のリニア PCM 信号オーディオ部について，

音響特性の基本的測定方法を規定する。この規格は，デスクトップ形及びポータブル形の PC に適用する。

リニアPCM 信号オーディオ部に共通の測定条件及び測定方法は，JIS C 5533-1に規定する。この規格では，

PC に特有の測定条件及び測定方法について規定する。 

この規格で規定する方法は，主に標本化周波数が 8 kHz～192 kHz，かつ，信号語長が 8～24 ビットの場

合に適用する。 

この規格は，入力はデジタル信号で出力がアナログ信号である装置，及び入力はアナログ信号で出力が

デジタル信号である装置の測定方法を規定する。デジタル入力信号は，内蔵のハードディスク又は他の記

憶媒体から与える。また，デジタル出力信号は，内蔵のハードディスク又は主記憶媒体に記録する。 

この規格に規定する方法は，情報を削除した圧縮オーディオ信号には適用しない。この規格は，JIS C 

5533-1 に規定するアナログ入力－アナログ出力の経路及びデジタル入力－デジタル出力の場合の測定には

適用しない。 

注記 1 PC の主記憶装置がオーディオ入出力以外のタスクによって過負荷になると，PC はオーディ

オ信号を完全に記録又は再生できない場合がある。この規格は，そのようなデータの欠落が

なく入出力データが記録又は再生される場合にだけ適用する。データの欠落がある PC の性

能は，短時間ひずみ率の測定によって評価してもよい。ただし，そのような評価は，この規

格の適用範囲に含まない。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61606-4 : 2005，Audio and audiovisual equipment－Digital audio parts－Basic measurement 

methods of audio characteristics－Part 4 : Personal computer (MOD) 


